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11病気|=大 きなlL十二 |,′~で 、`イ、しこ
あ病気はあらゆる人に及ばされるものて,強 ||:lj的 な償だと    Raffae■oの絶,11~マ ドツ ナ」

考えられている。 この償いについて, また病気について「看iil:」 するものはよく考えなけれはなら
ない。 神の御捕理としての償を見るとき,看 };者 は特に十字架のイエズスの償いにまて心の|ll(を あ
|す なければならない。 イエズスは全人類の救いのために 卜宇架の上にて最大の償を果 し給 うたのて
ある。 その十字架のイエズスの御跡に従 うもの (こ とつて,イ也人の,特に病者のうけている償は,他
人事てはなくなつて来る筈である。 母|:そ の子に代つて償いをうける事を望しまてに祈る。その心
こそ, 看護者の撒底 した愛てあろ■。共 |二 十字架の ドにおいて償い贖い給 うた」

111け マリアの御跡 を
したうものにとつて , イ也人の苦し入.償 、ヽは, 共に心で祈 り, その病人からつける苦 しみ, その務
めを果すために犠牲乞  f賞 としてうけつ ,ゝ共に捧げなけれはならない。 1′ 也人,1寺に病める者の至
らぬ点)不 ∴ 不 ,|lli'を つぶや く前にその病ちる者と共に債ヽヽとして,凡てを捧げる事こそ愛の天使
と呼ばれる「看護」する者の務め,II」 ち11:i「lt義務ではないだろうか。

一体, どうしてこの |ltに は不平不満つ_Iゃ をか多いであろつかと思われる位 |こ , それらを毎 日間
いている。一「1た りとも,誰からも,聞 た・な方ヽつたと云うL!は ないだろう

一
その内に自分 自身の

も入つてヽヽるだろうか―一

ともかく,こ のよっな世の中において,■ .護婦の使命を知 り, 務めんとするのは,そ れをうける

度毎に,重大さを考ぇるべさである。た しかに,看 1護婦の.」k務 く,,ヽ ,` )と も

'111り

なかつた,縁 もな
かつた他人から, |ヤ しみや, ぐち,不 平不,||ltiを 聞かされ打明られる職務は, I「」祭 を除いて余 り他に

例をみなヽ`。このよっなときに, 看護婦か一諸になつて,不 平をこは していたり, ~体 ,病人はど

うなるだろう。それこそ,精神病院を減りすどころか,1曽 やすよりな ものてある。 聖母マリアのよ

うに,共贖者であらせられた聖母マリアのよ Tり |こ ,看護婦は, それ ら病人の|を 共に償 うものであ

るcこ れを知つたならは,彼 らに希望と力と扶けを与ぇてやらなければ ,何の使命かあろうかc夏の

大会において片井 l ij教様が話されたように, 看護婦ほど,「F大 な使命をもち病人に頼られていなか

ら, |せ の人々に疎んせられている職務はない。 而 しこのみ じめさこそ,神の寿 し給い望む所なので
ある。事実,健康なときには, 看護婦とムつ II政務を見向きもせず,軽ん じていた人か,病いになる
と, うるさヽ`位に |~看護婦さん,看設婦さん」 と, その必要′

111を 利用する。こんな事も,看護婦に

とつてなんと大 きな犠性だろう。そして償いなのだろうかc{すれとも, そつあつてこそ,神が嘉 し

給 うのてある。露的に深さを求め,徳 をつもぅとするならは,「看li生」につ くものこそ,病める者
と共に高 くそして深 くなる機会をもつものは少い。ヽヽま, よくそれを考え,業大想 し,行 う事を,我
りの主イエススは望み給 うのてある。
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私が述べようとする。此の病棟は入院忠

数者約五十名, うち四十名が分裂病患者
です。

最近活浚に行われて居る,生活指導 ,

レク,及び作業療法なとが他の病棟に比
べて,相当洗滞したこの病棟を活滋な明
るい環境にする為に私共は改め″

病1束の

綱部に二つて観察 して見た,ま づ気付い

た事は,私連の看護は梢 活々凌にうこく
t者を多く対照 Lし て注日し,無的怠惰

I者は往●こして忘れられ勝ちの存在
~、

あり,ス活浚な患者との |1常生活に於
いては圧迪感を受けてヽヽる様な空気も感
じリイ1た 。

=づ
:無偽怠嗜や精薄の思イ

のみを十名同室へ集め病棟看護婦十名で
交互に生活指導を試みて見た。ただ,共
の「|のユ'bL割で′L活指導に実際に当れる

看護婦11毎 |-1三 及i四 名で,積極的に指
導開始 したのは今年に入つてからて簡単
な中間発表程度ですが,先つ最″■こ生活
1旨 導を始める前の忠者の状態の概略を述
ますと,十 名全部分裂病患者で内二名が

精書と消伏梅毒を合併して居ますc

患 との発病後の年数は

一年半が 1名   四年 か 1名

五年 が2名   六年 が3名

九年 か 1名  十年 が1名

十一年 が1名

年令は大体二十四,五才かり三十二,三
才迄て,そ の一貫 した病状としては,1寡

言,械黙, 自開的,好褥で感情に乏 しく
中には幻聴,幻視,独語,放 歌 等 が あ
り,又外界には無関心で拒食が続き興奮
時には,多解,多動,短気で属々他の患

しの衝突もありました,所謂何所の病

院でも見られる様な ;|ミ 旧性分裂病の方ば

かりてす。

治療としては,今迄に電塑療法が長い

期間行われて居たため,強い電撃恐怖症

を示す様になつた患者 もあります。其の

他ロボ トミー )マ ラリアによる発熱療法 ,

スはインンユ リン,シ ヨツク療法とか,

或はグロルプロマジン療法 も使用 して居
ます。電撃療法を施行 している間は状態
が落付ヽヽて居る様に見ぇたが治療を上め

ると叉元の状態に帰ぇる事が度々見受け
られた。

生活指導開始時 も■.三は治療を継続
して居たが徐々に止めて頂 き現在ではク
ロ 'レ プロマジン療法のみを併用 して居ま

す。次に十名の患者の積極的な生活指導
に依る動

=|こ
つ|｀ て

lI表 ::

表示の通 IL生活指導前は唯「食事」
のみ 1ll発 的な数字が出て居ますが指導後
|ま 自発的な行動が目立つている事 と反抗
的な数字が出ているのも興味のある現象
こ思ヽヽますc

私達は単に生活指導のみを行 うよりも
患者達が自発的に興味を持ち得る様な ,

レグ,作業をも同時に併せて実施する方
が生活指導の結果に好影響をもたらすの

ではなからうかと考えて

|:Ⅲ 表∃

少 し無理かも知れないとは思つたが早
くから表Ⅱに掲げた様な色々な, レクン
ーシヨン,作業療法等をさせて見た。

大体毎日午前中一時間午後一時間位指

導 して見ました。次にこの項目について

簡単に説明致 します。

看 護 研 究

陳 1日 性精神分裂病患者の生活指導

(― )カ ルタ取り。看護婦がカルタ又は

百人一首を持つて病室へ入 り皆んなを誘
いかけますが最初は仲々応じ様としませ
んで した。ヌグループに入つても,今取
るべきものが判つて居ても千 11」 |そ うと
せず唯そのカルタをじつと見つダうて居る
だけでした。でも回数を重ねて行 、内に

だんだんと活渡に取れる様になi;此方か
ら「今度は読んで下さい_|と 頼ビと,小
さい,て 十が読める様にもな |]イ)で は

「カルタ貸 して下さい」。 L云´
'て

詰所
に取りにたる様になり,息 者さ/t達だけ
て遊んで居ます。
(二)折紙に得意な思者さん ″」ilま し
て,看護婦や自室の患者さ/ι 11「教へて

上げるから,折つて見なさヽヽ_1等云つ′

皆んなて折る町もありますが気分にむら
が多 く此なから頼んで見ft教´ヽてもら
えなヽヽばか |,か ぅ去|」

つて「 うるさい_|と ,

叱られる|]=も ありましたcですが入
皆ん′F」

~宇
で小さい所まて されヽヽ1■ +ルlし

るようiこ なり今の所皆んな同じ|″ |:か り
折つてヽヽま―

「
。

(三)裁縫 |ェ 患者さんの方か |し 度 「々縫
わせて下さい」と云つて来 i,デ tま すが,

簡車な物で,雑布,と かンーツの綴付の

様なもの しか出来ません。
「

宇すぎ′時
間がか ヽりすぎます。一度等IIEっ して
も自分の普物を自分で縫 ,か

',と
云つて

聞きませんので企都縫える'」k、 1し て波し
ました所, 自分で着て居る石物生脱いて
布と兄比べていましたが,(ビ こ|二 袖を付

‐

Iづ るのか叉補はどうして付 |ザ るグ`等不思
議想に聞かれ, 自分で観念 した「:,し く此
の着物 と同じ様に縫つて下さヽ`二,云つ
て渡された事がありました。
(四)レ ース編は一寸むつかしいと思い

ましたが患者さんに聞いて見ますこ,前
にした事があるとか何んで もして見たい

等云 う人があり始めて見ました。がゃは
り簡単には出来ませんで した。唯一人大
体まとまつた編方をして居ますが短時間

I  表

生活指導開始前の状態   生活指導後の状態
目 自発的 受身的 無関心 反 抗 自発的 受身的 無関心 反 抗
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´いやになりますので毎日少 しづ 指ヽ導
して居ます。今花瓶敷大の物が編めまし
た。地の人は実物迄は仲々出来そうにあ

りませんが今でも「編ませて下さい |と

云つ″材料を取りに来ますので続けて居

ます。
r五 , 喰 器磨き_|こ れは炊事場に行つ
′́
致しましたc最ケはきよろきよろと炊

1欠事場やそこの人の行動を跳めたりして

居ました。初めての場所,始めての試み

てすので私達 も一寸不安な気持て連れて

行きましたこそして「皆んなにどうです
か,磨けますか」と声をかけますと,だ
まつて居るょりはこれイ立の事なら出来ま

すからと答へる人が案外に居ましたので

安心しました,ス答へな くても明るい表

情で磨いて居る様なので暫 く続けて見ま
したこT^享 |こ 磨けますが此プテからもう次
グ 器に取替へても良いで しようと声を
力 る迄一枚を磨いて居る人 tあ りまし
た。最初li大体皆んな一時間の枚数が同
じだつたが 11数 がたつにつれて多くなる

者と少な くなる者とに別れた。一週間位
して一人磨いて居たのが急に 立 ち上 り

「此んな事するのはいやです」 と云 つ

て,病室′ヽさつさと引上げてしまつた者
し|||ま したが,患者の要求によつて作業
の後てお八つを頂いて居ましたので最後
:乞頑張つて居た様ですc

r大 り散歩|■ 大体皆んなが一番楽 しみ|二

して居た様です,初めは十名だけを連れ
て行つて居りましたが今では他の病室の

人と一緒に行つて居ます。お天気の良い

1寺等「 今日は何処かへ行きましよう」こ
云つて声をかけに来たり又朝から身だし
なみを整へて待つて居る事もあります。
(七 :'写生。初めは誘ひますと,「私は

書けません」とか「下手ですから」と云
つて仲々応 じ様としなかつた。唯一人二

人だけか「書きます」 と云つて積極的に

来るだけだつたが今は一人の拒絶者をの

ぞヽヽて皆な一応のクレオンを使う様にな
つた。写生に連れて出ても空想画を書く

人が二,三り舌ますc色は大体原色を使う

人が多 く,或 る人等は生理前と生理後の

画を比べて見ると随分変化のある画を書
ヽヽて居る事が判りましたc

(八)バ レーボールc看護婦や同室の人

としてヽ`る時は割に活湧だつたのが,だ
んだス́活漆な人が別わると消極的になり
日分の前|=飛んて来たボールにさへ手を
出そりとせず何時の間にか居なくなつて

しまいますc

(九り花壇.卓むしりはわりに長い時間
無言てして居ますが耕す事やその他の事
になると出来な くなり看護婦のする事を
じつと見ているだけイす。
(十り映画につヽ`て「興味ある_|の所ヘ

「 6」 の数.■ を出して,尋ねてみるc皆
んな一応スグーリン|=目 をやりま丁 し判
つたのか,判 らないのか,「どうですか
映画好きてすか_こ  こ云へ|ぎ「ハイ」と
答へ「面白‐イ丁か」と聞けば「ハィ」
と云‐, ~判 りま―

「
か」と云へば「ハイ」

と答へるし、ヽフ具合て本当の事をつかむ
事が出来なかつた。

この短期間に行つた生活指導療法を省
察 してみ´

次の様に患者の状態が次第に
変つて来

´ヽヽた事に気が付いた。
(■ 11角′〕患者は忘れ勝ちの存在でぁ
つた為一言|]屋 11集めて生活指導をする方
がさ意 t行

=届
き,患者にとつても良い

うて:二 無いなこ思ヽヽ注目の状態に置 く様

‐
1´ 2:)意慾活浚な人達と一緒に運動など
させて見るし,大声て注意を受けたりす
るここi■ 劣等感を感ずる為か,活みな人
|こ .,つ る傾向か見られた。 しかし同じ程
度の病状の憲者同志て運動をさせると比
彰離拒

';:[運

証をする傾向に向いて行 く

様です。

(3)自 己表現や要求が,前には全 〈無
かつたのに,最近では余り活波ではない

がそれでも簡単な意志表示をするように

なりました。′此れ等も同程度の思者を集
めて生活指導 したのが良かつたので無か
ろうかと思います。

(4)無偽であつた為どの様 な事 が 出
来,ス との様な事を望んでいるか判らな

かつたのが3レ グ,作業を共に早 く取入

れたため,各人のそれぞれに出来る範囲
の仕事又|ま レクの内容をつかむ事が出来
て,患者の嗜好が分 り,そ れを利用 して

思者に接近する機会が可成 りつかめる様
になつたのも大変役立つたと思う。
(:5つ 無 |ン3の忠者を集めた事によつて

進行動活液な患者から受けてヽヽた一種の

圧迫感から開放されて,態度や行動にも

111信 を持つて来た様に見受けらるれ様に

なつた。

(6)今迄忘れ勝ちな存在の患者を集め
て生活指導するため|こ ,看護婦全員が協

力 して指導出来る様によいチームワーグ

をつ くt〕 , F課 として毎日続 |う ること|こ

した点等が良かつたと思う。

(7)生活指・・|を 始めた当時は,云 われ

るま にゝどうにか働いて居たのが近頃で

|ェ反抗する,不平を云ふ,な どの意志表

示をする様になつて来た。これは生活指

導の効果の賜こ云へない事は無ヽヽと思■

が,併 し此の点は今後共,看護する上に

に注意 して行かなけれとならない何物か

を含んで居る様に思う。

此の様に短期間の間にもり上つた効果

を反省 して,私共看護婦は,「計画的に

行ゎれた生活指導療法」の重大さを痛感

すると共に,そ の義務の重大性を再確認

して此の発表を終 ります。

(松山精神病院 森 脇 静 江)

|十 1(|11病 の 南 識 と看 護

|,」
|1病 看護のII11論 と実際

看 護
「

F究 の 手 引

|卜′|||千「 看 護 の 研 究

ナーヽスのための仕神竹午

|1111′ i」 才 の 1青 率中「 i′ :・

11 .4'. Ijii ,)< zoa >月 刊 看 護 学 雑 誌

1部 彦100  1年  彦1,200

レ 月 刊 保 健 婦 雑 誌

1部 彦100 1年  彦12200

卜 月 刊 助 産 婦 雑 誌

1部  380  1年   g960

隣 月 刊 看 護 教 室

1部  950  1年   g600

年極前全読者に美麗綴込用表紙贈塁
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“処 女 に して 母"な る 看 護 婦
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呼んてヽヽます。それこそ.
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威信が1lRめ ′っれますc

女性か最 t.不幸な‖舜間lj,ノ、:巧 えることが|_||十
′■ヽ 時`'~〔 ″:|…
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女性が 111界のため |二 析 %病 者を看護 (1,冒
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イit女 |ェ 健全さを感 じますcl可故ならこ ||ヽ ■ヽ‐二二 二1つ ~〔

ネ■へら |サ

カとヽ`―)使 命を果 しているか
'|ヽ
です。
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支 部 便 り

四 国 支 部 (松山精神病院 )

本部の皆様ご活躍の事と存じますc

昨年6月 会の発足以米,看護婦も9名

から23名 と増加 し今迄の月一回の集会を

毎週一口持つて「霊的講話」「研究」の

他1■ レジオの様}こ 0貧 国家庭の訪問

● ラ 物ヽ質の配分 ■ 日曜学 |:交
。病人

の兄舞 η 求道者の指導 i各 病院レ́ヽ、

の働
`か

I■ 0会 の発展の為の コギリ

オー環つつ誦ぇるなど会の活動も変つて

来ましたc24[|,役 員会改選の結果,次
の通 りとなりましたG

支部長 金子サキ 吉記 高木万里子

会 計 森脇静江

暑体み中)会員は活動 |三1標 Pi準 して

病院近辺の保護家庭―-170軒 ――を各自分

担,ケ ース記録片手に, 自転車,従歩て

それぞ矛■■別訪門を行つた。あらかじ′,

民生委員の方から家族の年令・家庭状況

など伺つて適したものをそれそれ分類 し

て持つて行きますc

さきに地方紙 1二 J.C.LAの活重  1
道されてヽヽたのて |,民 き協力的て したc

中に 1■ 何 しに来たかと白ヽヽ眼て見りれた

り,そ つちから入つちや困る.′ なとと怒

鳴られたりしたこともあつて,ひ とくち

に援助 二中しイ も素直1二 受スオlら れなヽヽ

場合な し,祈 り乍りしな|す れ 11本
｀
Lti.1

ヽヽ仕事li出 来なヽヽ と泌々思 つのです。九

月 |こ |ま それぞれの報告を持ち寄つて再ひ

新ぅし、ヽ活動に踏 1上 さっと存 じます。

看 護 基 準

国立東京第一病院 看護研究会糾:

この本は病院内の看護手順を統一することを,第一

の「1的 として作つたものですcそ れは看護婦の勤務交

代及び看護学生の実習の折, どの病棟について も看議

業務の円滑がはかられ,看護婦が自信を以て業務に携

わつたり神経の波費を防 0こ とができます。また学生

の実習指導の一助ともなり,看護業務上の参考資料と

しても役立つものと思いますc

なお,こ れを作製するに当り,当 院の看護婦が病棟

毎に 5年にわたり研究をつつけ,こ の結果ようや く昨

年まとまつたものです。

もちろんこの基準が他のどこの病院にもびつたり当

てはまるものではないと思いますが,こ れを発表する

ことによつて少 しても看護業務の上に参考となり,役
割が務められれば辛 と存 じますc

(目 立東京第一病院総婦長 大野菊衛)
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